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２
・
６
中
小
建
設
業
者
の
経
営
守
れ

建
設
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
求
め
る
大
集
会

【
西
尾
久
・
小
野
澤
富
彦
記

者
】
２
月
６
日
、
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
に
お
い
て
「
若
者
が
入

職
で
き
る
建
設
業
の
た
め
に
、

大
幅
賃
上
げ
を
実
現
し
よ
う
」

を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
か
か

げ
、
「
中
小
建
設
業
者
の
経
営

守
れ
、
建
設
関
連
労
働
者
の
大

幅
賃
金
引
上
げ
を

求
め
る
大
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
き
び
し
い
寒

さ
の
中
、
会
場
に

は
集
会
の
実
行
委

員
会
の
構
成
16
団

体
か
ら
約
３
０
０

０
人
の
労
働
者
が

結
集
し
、
荒
川
支

部
か
ら
は
18
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
全

建
総
連
東
京
都
連

や
首
都
圏
の
建
設

労
組
、
公
務
・
民
間
労
組
で
構

成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
の
主
催

者
を
代
表
し
て
、
伊
藤
昇
東
京

都
連
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
「
建
設
業
は
低
賃
金
の
た

め
、
後
継
者
が
育
た
な
い
。
公

共
工
事
の
設
計
労
務
単
価
が
２

年
連
続
で
上
が
っ
て
い
る
今
こ

そ
、
若
者
が
入
職
で
き
る
よ
う

な
建
設
業
の
再
生
に
む
け
て
、

が
ん
ば
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

て
い
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
、

田
口
全
建
総
連
書
記
次
長
に
よ

る
連
帯
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続

け
て
各
政
党
の
来
賓
あ
い
さ
つ

を
う
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
集
会
の
事
務
局
が

基
調
報
告
を
お
こ
な
い
、
建
設

労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
、
社

会
保
険
加
入
に
必
要
な
法
定
福

利
費
の
確
保
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
内

部
留
保
を
労
働
者
や
下
請
業
者

へ
の
還
元
、
最
低
賃
金
を
保
障

す
る
公
契
約
条
例
の
制
定
な
ど

を
求
め
る
訴
え
が
あ
り
、
参
加

者
皆
が
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

神
奈
川
の
仲
間
の
体
験
談
や
福

島
の
仲
間
の
現
状
報
告
を
う
け

た
後
、
大
会
決
議
を
採
択
し
て

集
会
は
終
り
に
。
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
の
か
け
声
で
参
加
者
全
員

寒さにも負けずデモ行進に向かう仲間たち

コ
ブ
シ
を
突
き
上
げ
た
あ
と
、

「
賃
金
上
げ
ろ
」
「
法
定
福
利

費
よ
こ
せ
」
と
書
か
れ
た
ミ
ニ

プ
ラ
カ
ー
ド
を
全
員
が
掲
げ
、

東
京
駅
先
の
常
盤
橋
ま
で
を
デ

モ
行
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
電
本
店
前
で
は

「
東
電
は
、
原
発
再
稼
働
を
、

や
め
ろ
！
」
と
声
高
ら
か
に
訴

え
ま
し
た
。

結
集
し
活
動
の
前
進
を

本
部
シ
ニ
ア
友
の
会
第
13
回
定
期
総
会

【
荒
友
会
・
小
川
隆
志
事
務

局
長
】
２
月
19
日
、
東
京
土
建

シ
ニ
ア
友
の
会
第
13
回
定
期
総

会
が
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で

開
催
さ
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

田
中
会
長
、
松
丸
本
部
組
織

部
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
三
多

摩
法
律
事
務
所
村
井
朗
子
弁
護

士
を
講
師
に
「
憲
法
９
条
が
危

な
い
」
と
題
し
た
講
演
で
、
学

習
を
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
佐
藤
事
務
局
長
よ

り
議
案
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
の
会
員
拡
大
の
取

り
組
み
と
結
果
報
告
が
さ
れ
、

２
０
１
４
年
現
勢
は
１
０
１
２

０
人
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
先
の
都
知
事
選
に
も
立

候
補
し
て
い
た
宇
都
宮
健
児
弁

護
士
が
講
演
を
行
な
っ
た
活
動

者
会
議
や
、
高
齢
者
集
会
へ
の

参
加
な
ど
と
各
支
部
の
活
動
状

況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
最

日
本
の
政
治
は
ど
こ
へ
行

く
の
か
、
国
の
頭
（
政
府
）

の
思
考
が
麻
痺
し
て
異
常
を

来
た
し
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
、
最
近
の

安
倍
首
相
の
言
動
で
あ
る
。

２
月
20
日
の
衆
院
予
算
委
員

会
で
憲
法
解
釈
変
更
に
つ
い

て
、
ま
た
海
外
で
の
「
邦
人

救
出
」
を
口
実
と
し
て
、
武

器
使
用
を
可
能
と
す
る
自
衛

隊
法
の
改
定
を
「
政
府
と
し

て
責
任
を
も
っ
て
閣
議
決
定

し
、
そ
の
上
で
国
会
で
議
論

頂
き
た
い
」
と
答
弁
し
た
。

こ
こ
が
大
き
な
問
題
で
、
本

来
な
ら
ば
国
会
で
十
分
審
議

し
、
そ
の
結
果
を
考
慮
し
て

閣
議
決
定
す
る
の
が
議
会
制

民
主
主
義
の
前
提
で
あ
る
は

ず
で
、
順
序
が
逆
だ
。
さ
ら

に
、
安
倍
首
相
は
「
最
高
責

任
者
は
私
で
あ
る
」
と
発
言

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
聞
き

捨
て
な
ら
な
い
言
葉
だ
。

問
題
は
、
政
治
家
の
責
任

感
。
選
挙
の
時
は
「
私
は
国

民
の
至
福
の
た
め
の
政
策
を

建
て
、
国
民
の
僕
と
し
て
働

き
ま
す
」
と
皆
が
公
言
し
投

票
を
依
頼
す
る
も
の
の
、
当

選
す
る
と
国
民
の
至
福
で
は

な
く
、
自
ら
の
私
服
の
た
め

に
奔
走
す
る
。
即
ち
、
政
治

家
の
責
任
感
は
薄
く
、
自
ら

の
言
動
で
問
題
が
生
じ
た
時

に
は
、
役
職
の
辞
任
、
退
任

あ
る
い
は
辞
職
で
責
任
を
果

た
す
低
度
で
あ
る
。
（
Ｈ
）



後
に
、
多
く
の
仲
間
を
結
集
し

て
、
社
会
保
障
の
改
悪
反
対
や

憲
法
を
守
る
運
動
を
力
強
く
進

め
よ
う
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

全
員
に
よ
る
拍
手
を
も
っ
て
議

案
は
承
認
さ
れ
、
最
後
に
新
年

度
方
針
案
と
新
役
員
体
制
を
確

認
し
ま
し
た
。
渕
辺
新
会
長

（
江
戸
川
支
部
所
属
）
を
は
じ

め
新
役
員
が
選
出
さ
れ
、
新
旧

役
員
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
て
総
会

は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
総
会

後
の
懇
親
会
は
、
落
語
に
よ
り

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

何だこれ？サンパール荒川の駐

輪場がチャイルドシート付きの自

転車で埋め尽くされていました。

この日、幼児向けの公演があった

ようです。公演終了後、たくさん

のヘルメットをかぶった子供達と

ママが一斉に自転車に乗り、帰宅

の途に向かって行きました。

「
マ
マ
達
の
自
転
車
」

日
暮
里
１
分
会

堀
茂
男
さ
ん

組合で

自賠責共済
入れます

今乗っているバイク

は自賠責共済（保険）

に入っていますか？期

限切れや期限が近い場

合は、組合でも入れま

すので担当迄連絡を！

短
歌
部
門

佳
作

あ
き

ひ

い
き

と
う
ろ
う

秋
の
陽
に
ひ
っ
そ
り
息
す
蟷
螂
を

よ
め
い

く
さ

お

余
命
ま
だ
よ
と
草
む
ら
に
置
く

小
川
隆
志

南
千
住
分
会

俳
句
部
門

銀
賞

き
た
か
ぜ

ふ
う
り
ょ
く

あ
し
ば
の

北
風
の
風
力
８
や
足
場
乗
る

濱
田
和
男

南
千
住
分
会

同

佳
作

い
ち
び
ょ
う

き
ょ
う
せ
い

い
ち
げ
こ

一
病
と
共
生
を
し
て
一
夏
越
す

日
塔
善
英

荒
川
分
会

川
柳
部
門

佳
作

す
な
お

お
も
て

う
ら

な

素
直
で
す
表
も
裏
も
無
し
と
い
う

濱
田
晴
恵

南
千
住
分
会

第
30
回
仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
文
芸
の
部
の

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
部
門
に
荒
川
支
部
の
仲
間
の
応
募
で
入
選
が

あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

本
部
厚
生
文
化
部
主
催

万雷の拍手で新役員を承認

『 グランドピアノ

～狙われた黒鍵～ 』
エウヘニオ・ミラ監督

映
画
『
レ
ッ
ド
・
ラ
イ

ト
』
（
２
０
１
２
年
）
な
ど

の
話
題
作
を
手
掛
け
、
世
界

か
ら
注
目
を
集
め
る
エ
ウ
ヘ

ニ
オ
・
ミ
ラ
監
督
が
メ
ガ
ホ

ン
を
取
っ
た
音
楽
サ
ス
ペ
ン

ス
。コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
の

演
奏
中
に
、
ス
ナ
イ
パ
ー
か

ら
命
を
狙
わ
れ
る
は
め
に
な

っ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
恐
怖
を

描
い
て
い
ま
す
。

５
年
ぶ
り
に
、
ス
テ
ー
ジ

に
立
っ
た
若
き
天
才
ピ
ア
ニ

ス
の
ト
ム
（
イ
ラ
イ
ジ
ャ
・

ウ
ッ
ド
）
。
彼
は
過
去
の
失

敗
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
り
、
ス

テ
ー
ジ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
恩
師
の
追
悼
コ

ン
サ
ー
ト
で
復
帰
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。
華
々
し

い
カ
ム
バ
ッ
ク
と
な
る
は
ず

で
し
た
が
、
楽
譜
を
め
く
っ

た
ト
ム
の
目
に
飛
び
込
ん
で

き
た
の
は
、
「
一
音
で
も
間

違
え
た
ら
、
お
前
を
殺
す
」

と
い
う
恐
ろ
し
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
し
た
…
。

３
月
８
日
（
土
）
か
ら
全

国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
。
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